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主な内容

高齢者生活実態調査結果
民生児童委員・主任児童
委員改選
仙北市民会館自主事業の
お知らせ

仙北市民会館自主事業「奄美の島唄」
に出演する『菅原さん』『大木さん』

（関連記事は 12 ページ）

Uniting of sound



　
仙
北
市
に
居
住
す
る
高
齢
者
の
方
々

が
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
を
め
ざ
し
て
事
業
の
計
画
を
進
め
る

に
当
た
り
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以

上
の
方
だ
け
で
暮
ら
す
世
帯
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
、
日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
市

に
期
待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
お
伺
い
す
る

た
め
に
、
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
内
容
は
、
次
の
６
項
目
で
す
。

①
世
帯
状
況
に
つ
い
て

②
普
段
の
生
活
に
つ
い
て

③
自
宅
か
ら
出
か
け
る
こ
と
に
つ
い
て

④
ご
家
庭
の
除
排
雪
に
つ
い
て

⑤
社
会
参
加
と
生
き
が
い
に
つ
い
て

⑥
仙
北
市
の
施
策
に
つ
い
て

　
調
査
方
法
は
、
地
域
の
民
生
委
員
と
市

職
員
が
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
世
帯

等
を
除
い
た
高
齢
者
世
帯
の
ご
家
庭
に
訪

問
す
る
対
面
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

　
以
下
、
回
答
に
基
づ
き
、
そ
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
配
布
と
回
収
に
つ
い
て

　
配
布
数
は
、
２
，
３
２
６
件
、
回
収
数

は
、
２
，
２
０
６
件
で
、
94
・
８
パ
ー
セ

ン
ト
の
回
収
率
で
し
た
。

高
齢
者
生
活
実
態
調
査

結
果
の
お
知
ら
せ
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そ
の
他

不
安
は
な
い

な
ん
と
な
く
不
安

金
銭
管
理
や
財
産

住
ま
い
に
関
す
る
こ
と

相
談
相
手
が
い
な
い

一
人
で
外
出
す
る
こ
と

買
い
物
や
調
理
の
不
安

面
倒
を
見
る
人
が
い
な
い

収
入
が
足
り
な
く
な
る

除
排
雪
の
不
安

病
気
に
な
る

介
護
が
必
要
に
な
る

高齢者世帯の不安や
困り事について

（回答率：89.8％）

（件）
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そ
の
他

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
虐
待
防
止
施
策
の
充
実

成
年
後
見
制
度
な
ど
権
利
を
守
る
施
策
の
広
報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
の
充
実

老
人
ク
ラ
ブ
の
充
実

段
差
が
な
く
利
用
し
や
す
い
公
共
施
設

働
く
機
会
や
場
づ
く
り

住
ま
い
と
環
境
づ
く
り
へ
の
支
援

高
齢
者
を
敬
い
、
敬
老
祝
い
金
支
給
を
充
実

福
祉
や
生
活
に
関
わ
る
相
談
体
制
の
充
実

趣
味
や
生
き
が
い
社
会
へ
の
支
援

配
食
や
家
事
支
援
な
ど
暮
ら
し
の
支
援

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

利
用
し
や
す
い
交
通
機
関
の
整
備

医
療
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

低
所
得
者
へ
の
経
済
的
支
援

健
康
づ
く
り
な
ど
介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い
た
め
の
支
援

家
族
介
護
者
へ
の
支
援

ひ
と
り
暮
ら
し
等
見
守
り
や
支
え
あ
え
る
地
域
へ
の
支
援

（件）

仙北市が今後力を入れるべき施策について

（回答率：78.3％）
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そ
の
他

機
械
購
入
の
一
部
を
助
成

生
活
し
や
す
い
場
所
の
提
供

機
械
の
貸
し
出
し

除
雪
業
者
や
団
体
を
紹
介

低
収
入
世
帯
へ
の
除
雪
手
伝
い

（件）

除排雪で困っている
高齢者のために市が
行ってほしい事業

（回答率：76.7％）
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そ
の
他

居
住
に
関
す
る
こ
と

収
入
を
得
る

趣
味
生
き
が
い
・
社
会
参
加

情
報
が
伝
わ
る

健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防

相
談
し
や
す
い
環
境
作
り

安
全
な
暮
ら
し
の
見
守
り

（件）

高齢者の生活の
ために市が行っ
てほしい事業

（回答率：86.2％）
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そ
の
他

寝
た
き
り
者
移
送
サ
ー
ビ
ス

移
動
販
売
や
食
料
品
の
配
送

公
共
乗
り
場
を
身
近
に
設
置

低
額
料
金
が
可
能
に

（件）

出かける方法がない
高齢者のために市が
行ってほしい事業

（回答率：77.4％）
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●
具
体
的
な
内
容
の
紹
介
、
ご
提
案
、
ご

　
意
見
に
つ
い
て

　
５
，
１
４
２
件
の
貴
重
な
ご
意
見
、
ご

提
案
を
ご
記
入
頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
特
に
「
出
か
け
る
こ
と
」、「
除
排
雪
」

に
つ
い
て
の
ご
意
見
が
多
く
み
ら
れ
、
こ

の
他
に
も
ご
家
族
や
ご
自
身
の
生
活
の
様

子
や
具
体
的
な
相
談
に
つ
い
て
の
記
述
も

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
ご
自
身
の
相
談
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
順
次
対
応
し
て
参
り

ま
す
。

　
高
齢
者
世
帯
の
皆
様
や
民

生
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
調
査
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

結
果
は
、
大
切
に
今
後
の
施

策
に
役
立
て
て
参
り
ま
す
。

　●
担
当
・
問
い
合
わ
せ
先

　
仙
北
市
福
祉
事
務
所

　
長
寿
子
育
て
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
43
）
２
２
８
１
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高齢者世帯
の除排雪の
ための事業

高齢者が出
かけるため
の事業

高齢者の生
活のための
事業

そ
の
他

市
、
地
域
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

民
間
事
業
所
が
協
力
し
て
活
動
す

る
た
め
の
環
境
づ
く
り

地
域
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
協

働
で
活
動
す
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
へ
の
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
充
実
の
た
め

の
環
境
づ
く
り
へ
の
支
援

地
域
活
動
充
実
の
た
め
の
環
境
づ

く
り
へ
の
支
援

（件）

高齢者世帯の方がこれ
から必要と考える市の
取り組みについて
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そ
の
他

家
事
の
分
担

見
合
っ
た
報
酬

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

情
報
通
信
手
段
整
備

家
族
の
理
解

出
掛
け
る
手
段

場
所
と
な
る
施
設

お
金
の
負
担
が
重
す
ぎ
な
い

活
動
に
関
す
る
情
報
の
提
供

参
加
呼
び
か
け
の
世
話
役

時
間
に
拘
束
さ
れ
な
い

体
力
の
負
担
が
重
す
ぎ
な
い

活
動
す
る
仲
間
が
い
る

（件）

高齢者が社会活動や
仕事をするための条件

（回答率：70.5％）

0

100

200

300

400

500

600

そ
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の
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い

移
動
支
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県
や
市
の
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子
育
て
支
援

学
校
教
育

ま
ち
づ
く
り

他
生
涯
学
習

自
然
活
動

観
光
関
係

他
福
祉
活
動

芸
術
文
化

防
犯
・
防
災

ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者
支
援

老
人
ク
ラ
ブ

交
通
安
全

除
雪
支
援

地
域
の
行
事

環
境
美
化

（件）

高齢者世帯の方がこれから行いたい
ボランティア活動、社会活動について

（回答率：64.2％）
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そ
の
他

生
き
が
い
は
な
い

何
も
せ
ず
の
ん
び
り

社
会
活
動

嗜
好
品

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

教
養

家
族
の
世
話

ペ
ッ
ト

老
人
ク
ラ
ブ

娯
楽

仕
事

地
域
の
行
事

運
動

家
事

家
族
と
の
会
話

食
事

旅
行

外
仕
事
（
畑
）

テ
レ
ビ

趣
味

友
人
と
の
交
流

（件）

高齢者の方の生きがいについて

（回答率：83.2％）

高齢者世帯の方で困っている
高齢者に手助けを行うことについて

（回答率：84.1％）

468件

25.2％

605件

32.6％

727件

39.2％

54件 3.0％

できる

緊急のみできる

できない

その他

回答件数
1,854 件

広報せんぼく3



一
人
で
悩
ま
ず
　
抱
え
込
ま
ず

私
た
ち
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

民
生
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

　
市
の
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童

委
員
が
、
11
月
30
日
の
任
期
満
了
に

伴
っ
て
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

改
選
で
は
、
新
た
に
17
人
と
再
任
82

人
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
員
に
委

嘱
さ
れ
、
12
月
１
日
、
委
嘱
状
の
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
民
生
児
童
委
員
は
、
担
当
す
る
区

域
の
皆
さ
ん
か
ら
、
生
活
す
る
う
え

で
の
困
り
ご
と
な
ど
、
自
分
一
人
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
よ
う
な
問
題

を
聞
き
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

行
政
機
関
や
関
係
す
る
専
門
機
関
と

の
連
絡
調
整
役
も
果
た
し
て
く
れ
ま

す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
、

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
任

期
は
、
平
成
25
年
11
月
30
日
ま
で
の

３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

担
当
／
鎧
畑
、
坂

下 千
葉
　
恒
雄

（
田
沢
字
耳
除
）

　
（
42
）
２
５
２
１

担
当
／
武
蔵
野
下

４
、
栄
町
の
一
部

佐
々
木
　
裕
子

（
生
保
内
字
武
蔵
野
）

　
（
43
）
１
５
３
７

担
当
／
中
生
保
内

上
・
下

新

佐
川
　
隆
雄

（
生
保
内
字
黒
沢
）

　
（
43
）
２
８
７
３

担
当
／
打
野
、
谷

地
村
、
大
山

新

千
葉
　
寛
治

（
田
沢
字
打
野
）

　
（
42
）
２
２
４
１

担
当
／
武
蔵
野
下

５ 阿
部
　
美
保
子

（
生
保
内
字
武
蔵
野
）

　
（
43
）
０
５
６
４

担
当
／
中
生
保
内

の
一
部
、
山
居
、

上
滝
沢

勝
田
　
純
子

（
生
保
内
字
上
滝
沢
）

　
（
43
）
１
７
５
４

担
当
／
西
村
、
見

附
田
、
仲
村
、
前

通 新

高
橋
　
英
幸

（
田
沢
字
寺
下
）

　
（
42
）
２
４
２
４

担
当
／
新
町
営
住

宅
、
柳
沢
団
地
、
大

杉
沢
団
地
、
仙
岩

団
地
、
栄
町
の
一
部

青
柳
　
玲

（
生
保
内
字
武
蔵
野
）

　
（
43
）
０
１
４
９

担
当
／
武
蔵
野
上

１
・
２

佐
々
木
　
和
典

（
生
保
内
字
下
滝
沢
）

　
（
43
）
０
３
６
０

担
当
／
銅
屋
、
先

達 新

伊
東
　
正
昭

（
田
沢
字
供
養
佛
）

　（
42
）２
１
３
３

担
当
／
男
坂
上
・

下
、
横
町
の
一
部

新

三
浦
　
裕
子

（
生
保
内
字
男
坂
）

　
（
43
）
０
６
４
７

担
当
／
武
蔵
野
上

３
・
４

八
柏
　
龍
也

（
生
保
内
字
武
蔵
野
）

　
（
43
）
１
２
６
０

担
当
／
田
沢
湖
高

原
、
高
野

高
橋
　
吉
幸

（
生
保
内
字
下
高
野
）

　
（
46
）
２
４
３
５

担
当
／
駅
前
、
宿

北
、
浮
世
坂
団
地
、

横
町
の
一
部

柴
田
　
栄
子

（
生
保
内
字
浮
世
坂
）

　
（
43
）
０
３
５
９

担
当
／
武
蔵
野
下

１
・
２

高
藤
　
孝
子

（
生
保
内
字
武
蔵
野
）

　
（
43
）
０
１
３
４

担
当
／
春
山
、
石

神
、
造
道

田
口
　
真
紀
子

（
生
保
内
字
上
石
神
）

　
（
43
）
１
７
３
４

担
当
／
沼
田
、
宿

南
、
横
町
の
一
部
、

久
保

髙
橋
　
正
子

（
生
保
内
字
久
保
）

　
（
43
）
１
２
９
１

担
当
／
武
蔵
野
下

３ 石
橋
　
邦
宏

（
生
保
内
字
武
蔵
野
）

　
（
43
）
０
６
８
４

【新は親任、主は主任児童委員、敬称略】
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担
当
／
手
倉
、
相

内
、
田
向
、
野
村

田
口
　
マ
サ
子

（
生
保
内
字
野
村
）

　
（
43
）
１
４
７
２

担
当
／
東
勝
楽

丁
、
七
日
町
、
小

人
町
、
横
町
西
、

旭
会

仙
波
　
洋
子

（
東
勝
楽
丁
）

　
（
55
）
１
５
９
７

担
当
／
神
代
中
央

通
、
中
野
、
柏
林
、

荒
川
尻
１
～
３
、

戸
狩
野

古
郡
　
貞
彦

（
神
代
字
勘
解
由
屋
敷
）

　
（
44
）
２
３
４
６

担
当
／
赤
石
、
堂

田
、
四
十
程

平
鹿
　
稔

（
生
保
内
字
赤
石
）

　
（
43
）
２
６
７
４

担
当
／
下
新
町
、

南
高
通
り
、
中
町
、

下
中
町

新

中
嶋
　

子

（
中
町
）

　
（
53
）
２
６
５
９

担
当
／
上
森
腰
１

～
４
、
下
森
腰
１

～
４
、
大
船
、
東

田 大
石
　
健

（
梅
沢
字
森
腰
）

　
（
44
）
３
４
３
７

担
当
／
船
場
、
刺

巻
、
明
平

中
島
　
セ
ツ

（
刺
巻
字
明
平
）

　
（
43
）
２
９
１
１

担
当
／
上
新
町
、

東
部
横
町
、
岩
瀬

町
、
栄
町

太
田
　
弘
美

（
田
町
上
丁
）

　
（
54
）
３
１
３
１

担
当
／
出
口
、
柴

倉
、
真
崎
野
、
上

卒
田
、
真
崎

眞
崎
　
す
み
子

（
卒
田
字
蟹
沢
口
）

　
（
44
）
３
６
５
１

担
当
／
田
子
の

木
、
大
沢

千
葉
　
康
伸

（
潟
字
頭
無
）

　
（
43
）
２
７
２
５

担
当
／
西
勝
楽

町
、
大
横
町
、
下

屋
敷
、
小
館

髙
根
　
貞
緒

（
西
勝
楽
町
）

　
（
53
）
２
８
４
２

担
当
／
荒
町
１
～

４
、
大
石
野

能
美
　
求

（
卒
田
字
大
石
野
）

　
（
44
）
３
５
６
５

担
当
／
城
廻
、
本

町
、
羽
根
ケ
台
、

熊
野
林
、
田
中

小
田
嶋
　
愛
子

（
小
松
字
本
町
）

　
（
44
）
２
１
５
７

担
当
／
下
岩
瀬

町
、
田
町
上
・
下

丁
、
あ
た
り
や
通

り
、
田
町
３
・
４
区

宮
田
　
憲
隆

（
田
町
下
丁
）

　
（
55
）
１
０
５
９

担
当
／
大
荒
田
、

黒
倉
、
抱
返
り
、

わ
ら
び
座

草
彅
　
洋
子

（
卒
田
字
真
崎
谷
地
）

　
（
44
）
２
０
０
８

担
当
／
七
ツ
関
、

下
道
、赤
平
、太
田
、

六
丁
野
、
中
関

佐
藤
　
厚
子

（
角
館
東
前
郷
字
杉
林
）

　
（
44
）
２
７
４
２

担
当
／
竹
原
町
、

下
竹
原
町
、
水
の

目
沢

淡
路
　
ア
サ

（
竹
原
町
）

　
（
54
）
４
５
１
８

担
当
／
田
沢
、
生

保
内
地
区

主

菅
原
　
由
比

（
田
沢
字
寺
下
）

　
（
42
）
２
２
２
０

担
当
／
院
内
上
・

下
、
鎌
川
上
・
下
、

手
習
石

清
水
　
榮
美
子

（
岡
崎
字
大
屋
敷
）

　
（
44
）
２
８
２
９

担
当
／
岩
瀬
上

丁
・
本
丁
・
中
丁
・

勝
楽
・
上
野
の
一

部 戸
澤
　
裕
一

（
岩
瀬
）

　
（
53
）
２
３
７
６

担
当
／
神
代
地
区

主

藤
村
　
志
美
子

（
神
代
字
古
館
野
）

　
（
44
）
３
０
８
２

担
当
／
国
館
上
・

下
、
谷
地
川
上
・

下
、
野
中
清
水

新

佐
藤
　
節
子

（
神
代
字
板
屋
）

　
（
44
）
３
１
８
５

担
当
／
上
野

千
葉
　
君
子

（
上
野
）

　
（
53
）
２
３
９
１

担
当
／
表
町
、
川

原
町
、
歩
行
町

新

渡
邊
　
公
子

（
表
町
上
丁
）

　
（
54
）
２
４
３
８

担
当
／
生
田
上
・

中
・
下
、
生
田
松

原
、
下
荒
川
尻

三
浦
　
タ
ミ

（
神
代
字
竹
原
）

　
（
44
）
３
１
６
３

担
当
／
岩
瀬
下
タ

野
、
西
下
タ
野

柳
原
　
正
子

（
上
野
）

　
（
53
）
３
８
８
７

担
当
／
細
越
町
、

谷
地
町
、
裏
町
、

山
根
上
・
下
丁

髙
橋
　
紀
子

（
山
根
町
）

　
（
54
）
１
２
５
１
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担
当
／
駅
通
り
、

中
菅
沢
、
下
菅
沢

佐
藤
　
義
直

（
中
菅
沢
）

　
（
55
）
１
３
９
５

担
当
／
北
沢
、
寺

沢
上
・
下

小
玉
　
久
視

（
川
原
寺
前
）

　
（
55
）
１
０
２
２

担
当
／
外
ノ
山
、

菅
沢

茂
垣
　
俊
一

（
西
菅
沢
）

　
（
54
）
３
０
１
６

担
当
／
赤
平
、
若

神
子
、
八
掛
、
安

久
戸

戸
澤
　
和
子

（
川
原
中
川
原
）

　
（
53
）
３
６
３
３

担
当
／
上
菅
沢
、

金
山
下
、
菅
沢
住

宅
１
・
２

戸
澤
　
一
子

（
上
菅
沢
）

　
（
53
）
２
３
４
９

担
当
／
寿
楽
荘
通

り
、
下
川
原
、
大

中
嶋
、
菅
沢
住
宅

３
・
４
・
５
・
６

佐
々
木
　
久
悦

（
大
中
嶋
）

　
（
55
）
５
６
９
１

担
当
／
西
野
川

原
、
小
勝
田
中
川

原
南

佐
藤
　
正
勝

（
小
勝
田
中
川
原
）

　
（
53
）
２
３
９
５

担
当
／
小
勝
田
下

川
原
、
小
勝
田
中

川
原
中
央

新

吉
田
　
慎
一

（
小
勝
田
中
川
原
）

　
（
53
）
２
３
８
１

担
当
／
大
畑
、
大

瀬
蔵
野
、
切
欠
田

新

鈴
木
　
妙
子

（
下
延
大
瀬
蔵
野
）

　
（
55
）
２
９
９
１

担
当
／
八
割
全
域

菅
原
　
幸
子

（
八
割
西
ヶ
沢
）

　
（
55
）
２
４
０
２

担
当
／
寺
後
、
入

角
山
、
前
郷
上

桃
園
　
豊
弘

（
白
岩
前
郷
）

　
（
54
）
１
２
４
２

担
当
／
高
屋
敷
、

平
城
、
前
郷
下

草
薙
　
紀
雄

（
白
岩
下
掵
）

　
（
55
）
２
８
０
３

担
当
／
堂
野
口
、

上
花
園
、
碇
メ
石

相
馬
　
江
美
子

（
白
岩
堂
野
口
）

　
（
53
）
３
８
８
４

担
当
／
釣
田
上
・

下 菅
原
　
美
智
子

（
薗
田
銭
神
）

　
（
54
）
４
５
０
５

担
当
／
雫
田
、
大

場
、
山
谷
、
黒
森
、

野
原

鈴
木
　
セ
チ

（
山
谷
川
崎
大
場
）

　
（
55
）
４
０
９
３

担
当
／
荒
屋
敷
、

小
倉
通
り
、
西
野

川
原
西
部

山
形
　
美
和
子

（
雲
然
荒
屋
敷
）

　
（
53
）
２
５
１
２

担
当
／
田
頭
、
上
・

下
碇

鈴
木
　
加
代
子

（
雲
然
碇
西
川
原
）

　
（
55
）
４
３
９
１

担
当
／
田
中
、
田

中
住
宅
、
上
・
下

町
屋

鈴
木
　
弘

（
雲
然
田
中
）

　
（
55
）
１
２
８
７

担
当
／
古
米
沢
、

川
下
田
、
中
泊

伊
藤
　
一
長

（
西
長
野
上
野
）

　
（
55
）
４
２
５
４

担
当
／
野
田
、
熊

堂
、
古
寺

新

千
葉
　
義
孝

（
西
長
野
野
田
）

　
（
55
）
５
４
９
２

担
当
／
黒
沢
上
・

下 黒
澤
　
啓
子

（
山
谷
川
崎
黒
沢
）

　
（
55
）
４
０
３
１

担
当
／
小
勝
田
上

村
、
中
村
、
鵜
ノ

崎
、
川
原

藤
枝
　
知
惠
子

（
小
勝
田
前
田
）

　
（
55
）
２
２
６
２

担
当
／
小
勝
田
下

村
、
下
川
原
、
小

倉
前

入
江
　
和
子

（
小
勝
田
下
村
）

　
（
54
）
４
０
３
７

担
当
／
高
屋
上
・

下 渡
部
　
ミ
ユ
キ

（
山
谷
川
崎
字
川
崎
）

　
（
55
）
５
２
８
７

担
当
／
下
花
薗

上
・
下

草
彅
　
吉
郎

（
薗
田
西
村
）

　
（
55
）
２
０
３
４

担
当
／
月
見
堂
、

高
森
、
桂
渕
、
稲

荷
町
、
鬼
壁

佐
藤
　
セ
イ
子

（
西
長
野
桂
渕
）

　
（
55
）
４
４
７
２

担
当
／
竹
市
、
竹

市
野
、
中
村

鈴
木
　
重
由

（
下
延
太
田
前
沢
田
）

　
（
54
）
１
３
０
６
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担
当
／
後
村
、
浜

上
、
中
川
原
上
・

下 佐
藤
　
説
子

（
広
久
内
夜
蚊
台
）

　
（
55
）
４
５
４
４

担
当
／
長
戸
呂
、

下
田
、
久
保

橘
　
貞
子

（
桧
木
内
字
長
戸
呂
）

　
（
48
）
２
５
６
７

担
当
／
浜
下
、
下

タ
町
上
・
下

津
嶋
　
公
子

（
広
久
内
舟
場
）

　
（
55
）
２
３
９
２

担
当
／
吉
田
、
小

波
内
、
相
内
、
相

内
潟

伊
東
　
弘
榮

（
桧
木
内
字
相
内
）

　
（
48
）
２
９
２
１

担
当
／
角
中
、
角

小 主

橋
本
　
智
美

（
岩
瀬
）

　
（
55
）
５
２
３
９

担
当
／
角
中
、
白

岩
小

主

髙
橋
　
昌
子

（
白
岩
前
郷
）

　
（
55
）
４
６
６
３

担
当
／
角
中
、
角

小
、
中
川
小

新

主

茂
木
　
若
子

（
西
長
野
桂
渕
）

　
（
53
）
２
４
３
２

担
当
／
戸
沢
、
鳥

屋
森

藤
島
　
絹
雄

（
上
桧
木
内
字
鳥
屋
森
）

　
（
49
）
２
４
４
６

担
当
／
古
堀
田
、

下
橋
元
、
中
組
、

寺
村
、
西
野

佐
藤
　
久
洋

（
西
荒
井
字
中
野
）

　
（
47
）
２
０
６
３

担
当
／
比
内
沢
、

宮
田
、
浦
子
、
内

上 鈴
木
　
順
子

（
上
桧
木
内
字
横
枕
）

　
（
49
）
２
３
０
５

担
当
／
木
田
相

沢
、
大
台
野
、
大

台
野
開

新

武
藤
　
和
子

（
桧
木
内
字
大
台
野
開
）

　
（
48
）
２
９
１
３

担
当
／
高
野
、
畑

中
、
山
口

橋
本
　
定
子

（
桧
木
内
字
山
口
）

　
（
48
）
２
５
０
６

担
当
／
山
崎
、
小

白
川
、
袖
野
、
小

渕
野

佐
藤
　
芳
子

（
小
渕
野
字
西
田
）

　
（
47
）
３
１
２
７

担
当
／
桧
木
内
地

区 主

阿
部
　
陽
子

（
上
桧
木
内
字
細
野
）

　
（
49
）
２
４
２
１

担
当
／
小
原
木
、

石
川
原
、
高
野
、

外
谷
地

田
口
　
賢
咲

（
小
山
田
字
外
谷
地
）

　
（
47
）
２
９
７
８

担
当
／
西
荒
井
、

塚
野
腰

芳
賀
　
嬢
子

（
西
荒
井
字
番
屋
）

　
（
47
）
２
３
６
８

担
当
／
上
門
屋
、

屋
敷
田
、
入
江
、

道
目
木

新

佐
藤
　
一

（
門
屋
字
道
目
木
）

　
（
47
）
２
０
４
３

担
当
／
中
里
、
小

滝 門
脇
　
美
保
子

（
桧
木
内
字
小
滝
）

　
（
48
）
２
１
９
６

担
当
／
堀
内
、
三

共 鈴
木
　
重
憲

（
上
桧
木
内
字
堀
内
）

　
（
49
）
２
０
２
８

担
当
／
松
葉
、
橋

掛
通

新

浅
利
　
満
子

（
桧
木
内
字
松
葉
）

　
（
48
）
２
９
２
５

担
当
／
宮
田
・
後

川
、
落
合

新

佐
藤
　
思
公

（
小
渕
野
字
後
川
）

　
（
47
）
２
４
０
３

担
当
／
坂
本
、
桁

沢
、
中
泊

新

阿
部
　
明
雄

（
上
桧
木
内
坂
本
）

　
（
49
）
２
１
４
３

担
当
／
六
本
杉
、

漆
原

西
宮
　
久
子

（
門
屋
字
六
本
杉
）

　
（
47
）
２
０
５
７

担
当
／
佐
曽
田
、

堂
村
、
荒
町

鈴
木
　
淳
子

（
西
明
寺
字
宮
田
）

　
（
47
）
２
２
４
８

担
当
／
西
明
寺
地

区 主

山
田
　
佳
穂

（
西
明
寺
字
荒
町
東
）

　
（
47
）
２
３
４
９

担
当
／
小
山
寺
、

鎌
足
、
八
津
、
小

沢
口
、
堀
之
内
、

林
崎

才
田
　
み
つ
子

（
小
山
田
字
八
津
）

　
（
47
）
３
４
１
０

担
当
／
潟
尻
、
潟

野
、
十
二
峠

沢
山
　
節
子

（
西
明
寺
字
梨
子
木
台
）

　
（
47
）
２
１
４
８
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概ね経常収支均衡の水準とされる数値

角館総合病院の場合　経常収支比率    99.1％     医業収益比率  93.3%     病床利用率  79.3%（うち一般病床  81.1%)

田沢湖病院の場合　     経常収支比率  101.2％     医業収益比率  85.7%     病床利用率  73.5%

医 業 収 益
　入院収益・外来収益・分娩料・文書料など
の収入のほか、救急医療に要する他会計から
の繰入金が含まれます。

経 常 費 用 　医業費用 ＋ 医業外費用

医業外収益
　施設使用料・預金利息など医療に直接関連
のない収入のほか、一定のルールによる他会
計からの繰入金が含まれます。

経 常 損 益 　経常収益 － 経常費用

経 常 収 益 　医業収益 ＋ 医業外収益 経常収支比率 　経常収益 ÷ 経常費用× 100

医 業 費 用
　職員給与費・材料費・諸経費・研究研修に
かかる費用のほか、現金の支出を伴わない減
価償却費が含まれます。

医業収支比率 　医業収益 ÷ 医業費用× 100　

医業外費用 　企業債利息など医療に直接関連のない費用
です。 病床利用率 　年延入院患者数÷年間稼働病床数× 100

             　　病院名
 項　目

角館総合病院 田沢湖病院 ２病院合算
前年度実績 実　績 前年度実績 実　績 前年度実績 実　績

収
　
入

 医業収益 2,103,920 2,020,945 406,297 449,740 2,510,217 2,470,685
 医業外収益 205,094 205,138 76,991 105,105 282,085 310,243
 経常収益 (A) 2,309,014 2,226,083 483,288 554,845 2,092,302 2,780,928 

支    

出

 医業費用 2,114,831 2,136,091 494,366 543,917 2,609,197 2,680,008
 医業外費用 11,473 12,656 14,405 13,747 25,878 26,402
 経常費用 (B) 2,126,305 2,148,747 508,771 557,664 2,635,076 2,706,410

 経常損益 (A) - (B) 182,709 77,336 △ 25,483 △ 2,819 157,226 74,518
 経常収支比率

上 : 実績数値 下：年間目標 108.6 103.6 94.9 99.4 106.0 101.5
(97.3) (90.1) (95.1)

 医業収支比率
上 : 実績数値 下：年間目標 99.4 94.6 82.1 82.6 96.2 88.6

(94.4) (88.0) (93.1)
 病床利用率

上 : 実績数値　下：年間目標 84.4 85.4 69.1 78.5 82.0 88.1
(81.4) (70.0) (79.3)

市
立
病
院
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成２２年度  仙北市病院事業　上半期実績（４月～９月）

　入院・外来ともに延患者数の減がありましたが、
平成 21 年 6 月より一般病床 8 床、精神病床 20
床の計 28 床を減じたことや、内科系診療科の医
師不足から外来診療では非常勤医師に頼らざるを
得ず、診療に当る医師が固定できないこと等の影
響によるものと考えられます。
　収支の状況では、診療単価の増により、上半期
では 77,336 千円の純利益を計上することができ
ましたが、例年燃料費をはじめとする施設管理費
等諸経費の増大が下半期に集中する傾向にあるこ
とから、引き続き地域の中核病院としての使命を
認識し、経営の安定合理化に向けて取り組みます。

　入院・外来ともに延患者数が増加し、入院は障
害者施設等一般病棟の継続に努めたこと、外来は
専門外来の充実を図ったこと等によるものが主な
要因と考えられます。
　収支の状況では、前年度同期に比べ 88.9％減
の 2,819 千円の当期純損失に止めることができ
ました。しかし、例年下半期に経費の増大がみら
れることや、医療機器の修繕費などの不確定要素
が大きいことなど予断を許さない状況ですので、
引き続き地域から信頼される健全な病院経営に取
り組みます。

田沢湖病院の概要角館総合病院の概要

～
平
成
22
年
度  

仙
北
市
病
院
事
業
～

◇ 用語の解説 ◇
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ア
ッ
と
言
う
間
に
年
末
で
す
。
こ
の

一
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
期
待
し
た

幾
つ
か
で
も
、
市
は
実
現
で
き
た
で
し
ょ

う
か
。
職
員
は
常
に
全
力
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
自
分
は
市
民
活
力
の
エ
ン
ジ
ン

と
し
て
、
最
高
出
力
で
回
転
で
き
た
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
回
転
は
、
常
に
正
し

い
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
…
。

　
　
　
　
　
　

※

　

先
日
、
仙
北
市
を
訪
問
く
だ
さ
っ
た

原
辰
徳
さ
ん
（
読
売
巨
人
軍
監
督
）
が
、

ミ
ニ
野
球
教
室
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
達

に
語
り
か
け
た
お
話
で
す
。

　

「
野
球
が
上
手
く
な
り
た
か
っ
た
ら
、

正
し
い
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。
間
違
っ

た
努
力
か
ら
は
、
正
し
い
結
果
は
生
ま

れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
近
所
に
井
戸
が

あ
っ
た
と
し
ま
す
。
今
は
枯
れ
て
使
わ

な
く
な
っ
た
井
戸
で
す
。
周
囲
で
子
ど

も
達
が
走
り
回
り
危
な
い
の
で
、
埋
め

戻
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
大
人
た
ち
は

シ
ャ
ベ
ル
で
一
生
懸
命
に
雪
を
投
げ
込

み
ま
し
た
。
確
か
に
井
戸
は
埋
ま
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
で
は
春
が
来
た
ら
元
の

木
阿
弥
で
す
」
。

　
　
　
　
　
　

※

　

こ
の
夏
、
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

や
市
職
員
が
調
査
員
と
な
り
、
65
歳
以

上
の
方
々
を
対
象
に
「
高
齢
者
生
活
実

態
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
員
は

家
々
を
一
戸
一
戸
訪
問
し
、
暮
ら
し
の

中
で
感
じ
て
い
る
不
安
・
行
政
サ
ー
ビ

ス
へ
の
要
望
な
ど
、
丹
念
に
聞
き
取
り

な
が
ら
歩
い
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に

ご
難
気
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

戸
別
訪
問
で
集
め
て
い
た
だ
い
た
情

報
の
集
計
結
果
（
概
要
）
は
、
今
広
報

の
２
頁
～
３
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
。
じ
っ

く
り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
５
千

件
以
上
に
お
よ
ぶ
個
別
具
体
な
意
見
に

も
注
目
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
市

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
、
確
か
な
道

し
る
べ
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

今
、
新
年
度
予
算
の
編
成
作
業
が
真
っ

盛
り
で
す
。
猛
暑
の
中
、
調
査
に
費
や

し
た
時
間
、
流
し
た
汗
は
、
こ
の
後
、

新
た
な
政
策
と
し
て
結
実
し
ま
す
。

　「
汗
の
結
実
」

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩

まちづくり
日記

No.18

　
今
回
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
、
国
や
県
内
各
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　“
お
堅
い
”
と
お
思
い
の
方
も
少
々
お

つ
き
あ
い
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で
す

「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」
?!

第
３
回
／

男女イキイキ職場宣言

事業所紹介コーナー

事業所名 有限会社　ビー・スケップ

業種 養蜂・蜂産品販売・菓子製造販売

従業員数 30人（正社員23人・準社員,パート7人）

うち男性 ２人

うち女性 ２８人

宣言
（協定締結）
年月日

平成 21 年 9 月 21 日

取組内容・
効果

①女性幹部職登用。
②有給休暇 100％消化と誕生日休暇の
　実施。
③介護休暇の活用。
④育児休暇の積極的取得の推奨。

　

11
月
３
日
に
能
代
市
で
行
わ
れ
た
男
女
共

同
参
画
宣
言
都
市
記
念
式
典
に
推
進
委
員
一

同
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
町
村
に
お
い
て
、
ま
ち

を
挙
げ
て
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
取

り
組
む
「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」
と
な

る
こ
と
を
内
閣
府
が
奨
励
す
る
も
の
で
、
平

成
６
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
県
で
は
、
潟
上
市
が
18
年
度
、
大
仙

市
が
19
年
度
、
横
手
市
が
20
年
度
に
宣
言
都

市
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
能
代
市
が
こ
の
仲
間
入
り
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
21
世
紀
の

我
が
国
社
会
を
決
定
す
る
最
重
要
課
題
と
位

置
づ
け
・
・
」
今
か
ら
11
年
前
に
施
行
さ
れ

た
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
に
も
う

た
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
国
や
地
方
公
共
団

体
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施
策
の

推
進
を
図
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
場

面
に
お
け
る
“
性
別
の
決
め
付
け
”
と
い

う
眼
鏡
を
外
す
ま
で
の
過
程
を
お
手
伝
い
し

て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。

　
「
男
女
共
同
参
画
は
、
自
分
に
も
関
係
す

る
。」
と
い
う
こ
と
を
・
・

　

仙
北
市
が
、
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
と
な
る

た
め
に
・
・



10

地域 の 話題

Semboku  City  Public  Relations

　

角
館
（
山
田
敏
彦
会
長
）・
大
村

（
帯
屋
徹
会
長
）
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
が
姉
妹
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
密
接

な
交
流
を
続
け
て
30
年
に
な
る
の

を
記
念
し
、
こ
の
度
、
お
互
い
の

地
に
記
念
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

　

角
館
町
と
大
村
市
（
長
崎
県
）
の

縁
は
戊
辰
戦
争
に
遡
り
ま
す
。
大
村

藩
か
ら
新
し
い
日
本
を
創
る
た
め
、

角
館
戦
線
に
援
と
し
て
派
兵
さ
れ
、

戦
死
し
た
大
村
藩
士
浜
田
謹
吾
少
年

他
７
名
は
、
角
館
町
久
米
山
常
光
院

に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

両
ク
ラ
ブ
が
こ
の
縁
を
大
切
に

し
「
友
人
を
思
う
心
で
、
今
後
も

末
永
く
交
流
を
続
け
た
い
」
と
願

い
が
込
め
ら
れ
た
記
念
碑
は
、
伝

承
館
前
の
広
場
に
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

12
月
１
日
、
神
代
小
学
校
で
改

築
を
記
念
し
た
植
樹
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
元
親
睦
団
体
「
森
腰
さ
く

ら
の
会
」（
高
橋
博
会
長
）
が
行
う

活
動
の
一
環
と
し
て
企
画
し
、
全

校
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

用
意
し
た
苗
木
は
、
山
梨
県
北

杜
市
「
実
相
寺
」
国
指
定
天
然
記
念

物
、
樹
齢
２
千
年
「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ

ク
ラ
」
の
種
か
ら
育
成
し
た
も
の
。

　

会
員
か
ら
指
導
を
受
け
植
樹
作

業
を
終
え
た
子
供
た
ち
を
代
表
し
、

６
年
生
の
津
嶋
将
太
君
が
「
力
を

合
わ
せ
大
切
に
育
て
、
共
に
新
し

い
伝
統
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
、
紙
風
船
館
で
桧
木
内

地
域
運
営
体
（
橋
本
左
武
郎
会
長
）

に
よ
る
「
桧
木
内
地
域
産
業
振
興
推

進
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
特
産
手
づ
く
り
コ
ン
ク
ー

ル
や
「
地
域
資
源
の
活
用
と
地
域
の

活
性
化
」
と
題
し
、
仙
北
市
産
業
研

究
所
地
域
資
源
活
用
専
門
員
泉
牧

子
さ
ん
、（
有
）
秋
田
三
七
三
共
同

ビ
ル
事
業
部
代
表
取
締
役
鈴
木
勝

男
さ
ん
の
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

「森腰さくらの会」神代小学校
　校舎改築記念し桜植樹

桧木内地域運営体
　桧木内地域産業振興推進の集い

地
域
特
産
手
作
り
コ
ン
ク
ー
ル
（
敬
称
略
）

お
菓
子
の
部　

金
賞　

布
谷
裕
美
子
「
佐
々
右
ェ
門
さ
ん
ち
の
ゆ
め
お
ば
こ
と

西
明
寺
栗
の
コ
ラ
ボ
（
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
）」 

銀
賞　

 

若
松
田
鶴
子
「
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
ジ
ャ
ム
」
漬
け
物
の
部　

金
賞　

橋
本
敦
子
「
カ
ブ
漬
け
」 

銀
賞　

橋
本

ヨ
リ
ヱ
「
ア
ケ
ビ
の
山
ぶ
ど
う
漬
け
」
惣
菜
の
部　

 

金
賞  

門
脇
時
代
「
巻
き

ず
し
」
銀
賞　

門
脇
時
代
「
ホ
ー
レ
ン
草
ゆ
べ
し
」

　

11
月
29
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁

舎
で
、「
災
害
等
発
生
時
に
お
け
る

生
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
処
理
等

の
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
仙
北

市
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
利
用

組
合
（
後
藤
悦
朗
組
合
長
）
と
、「
災

害
等
発
生
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄

物
処
理
等
の
応
援
に
関
す
る
協
定
」

を
仙
北
市
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
利

用
組
合
（
齊
藤
和
男
組
合
長
）
と

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
２
度
に
わ
た
り
、
豪
雨

に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

流
出
物
被
害
、　

生
し
尿
や
・
浄
化

槽
か
ら
汚
泥
が
流
出
の
被
害
な
ど

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
災
害

発
生
時
、
生
活
環
境
の
維
持
を
図

る
た
め
、
市
の
要
請
に
よ
り
こ
れ

ら
の
被
害
に
、
両
組
合
の
専
門
技

術
と
機
材
で
、
迅
速
に
対
応
し
て

も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

災害時に迅速対応
　市内２組合と協定を締結 角館・大村ロータリークラブ

　姉妹クラブ締結 30 周年
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仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会
の
会

員
が
、
11
月
に
市
内
５
地
区
（
生

保
内
、
角
館
、
中
川
、
西
明
寺
、

桧
木
内
）
の
高
齢
者
世
帯
と
市
内

全
小
学
校
３
年
生
を
対
象
に
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
秋
田
県
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
と
一
丸
と
な
っ
て

展
開
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え

ま
す
。
交
通
事
故
防
止
に
い
っ
そ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

12
月
２
日
、
角
館
西
保
育
園
で

平
成
縄
綯
塾
（
菅
原
誠
晃
塾
長
）

の
皆
さ
ん
が
餅
つ
き
出
前
講
座
を

開
き
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
重
い
杵
を
二
人
一

組
で
持
ち
、
掛
け
声
と
共
に
一
生

懸
命
に
餅
つ
き
を
体
験
。
自
分
た

ち
で
作
っ
た
お
餅
は
格
別
の
よ
う

で
、
い
ち
ご
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
大

福
餅
、
き
な
粉
餅
、
ご
ま
餅
な
ど

あ
っ
と
い
う
間
に
平
ら
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
園
児
た
ち
に
押
し
餅
が
、

お
土
産
と
し
て
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会
が
11

月
24
日
、
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン
で
開

催
さ
れ
、
市
内
の
交
通
安
全
関
係
者

や
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
に
功
績
が
あ
っ
た
３
個

人
、
１
団
体
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
警

察
官
の
制
服
を
着
た
に
こ
に
こ
保
育

園
児
の
呼
び
か
け
や
、
交
通
安
全
母

の
会
に
よ
る
「
友
だ
ち
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
」
の
寸
劇
を
被
露
、　

最
後
に
「
飲

酒
運
転
の
気
配
を
許
し
ま
せ
ん
。
無

謀
な
運
転
を
追
放
し
ま
す
」
な
ど
の

大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　高橋さんは長年にわたり納
税貯蓄組合長として納税思想
普及に貢献されました。現在、
仙北市納税貯蓄組合連合会長、
仙北地域納税貯蓄組合連合会
副会長として活躍中です。

 　11 月 24 日、　 角 館 赤 十 字
奉仕団 ( 高橋淑江委員長 ) が芸
能ボランティアに来苑しまし
た。また、利用者の為にと寄
付もいただきました。 ありが
とうございます。

　

11
月
27
日
、
西
木
温
泉
ク
リ
オ

ン
で
、
仙
北
「
若
者
会
議
」（
芳
賀

高
士
代
表
）
が
地
元
角
館
出
身
の

画
家
「
小
田
野
直
武
」
を
題
材
に

自
主
制
作
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映

会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
市

長
ら
も
参
加
し

て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
、
仙

北
市
の
魅
力
に

つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
誓
う

交
通
安
全
功
労
表
彰
者
・
団
体
（
敬
称
省
略
）　

▽
個
人　

白
川
フ
ミ
子
（
西
木
町
）、
佐
藤
公
平
（
田
沢
湖
町
）、
茂
木
俊

彦
（
角
館
町
）
▽
団
体　

交
通
安
全
母
の
会　

生
保
内
支
部

小
田
野
直
武
に
ス
ポ
ッ
ト

　
自
主
制
作
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

園児たちが餅つき体験
平成縄綯塾出前講座

納税功労で
大曲税務署長表彰
  高橋達さん ( 卒田字荒町 )

かくのだて桜苑ボランティア
　角館赤十字奉仕団

仙北市交通安全母の会
子どもと親・高齢者
交通安全意識啓発事業
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仙
北
市
市
制
５
周
年
記
念　
仙
北
市
民
会
館
自
主
事
業

奄
美
の
島
唄

東だ

し風
と
東は

え風
が
出
会
う
と
き

三
味
線
で
唄
う
伝
統
的
「
島
唄
」

バ
ン
ド
編
成
で
の
モ
ダ
ン
な
「
シ
マ
ウ
タ
」

民
謡
日
本
一
に
輝
く
奄
美
大
島
の
唄
者
二
人

ファイナルファンタジーＸ
の主題歌「素敵だね」、千
と千尋の神隠しの「白い龍」
をはじめ島唄の新しい形を
作っている歌姫

奄美の唄者 ( うたしゃ ) と
して、常に第一線で活躍し、
伝統と創造を続け、今なお
新しい世界に挑み続ける
トップランナー

築地俊造ＲＩＫＫＩ

菅原弘明（ｇｔ） 大木彩乃（ｐｆ）

中原信夫（ＥＢ） 佐藤貴子（Ｄｒ）

会場       仙北市民会館
平成 23 年 1 月 16 日（日）
開場 13:00　開演 13:30
前売り一般 1,000 円　当日 1,200 円
高校生以下は無料（市内学校で申込書配布）

奄美の島唄をプロデュース
菅 原 弘 明 さん（角館町出身） 

奄
美
大
島
の
唄
者
二
人

　
「
出
演
す
る
二
人
は
日
本
民
謡
大
賞
に

輝
く
島
唄
の
唄
い
手
。
築
地
俊
造
さ
ん
は
、

第
一
人
者
と
し
て
国
内
外
で
活
躍
す
る
方

で
す
が
、
洋
楽
器
と
島
唄
を
合
わ
せ
た
り

新
し
い
事
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
歌
声
は

い
か
に
も
男
性
的
、
動
物
的
な
力
強
さ
が

あ
り
、
島
唄
は
も
ち
ろ
ん
、
ロ
ッ
ク
調
の

楽
曲
に
も
、
と
て
も
合
っ
て
い
ま
す
」

　
「
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
さ
ん
も
大
賞
を
史
上
最

年
少
（
15
歳
）
で
獲
得
す
る
実
力
者
。
彼

女
が
歌
う
島
唄
は
女
性
ら
し
く
繊
細
。

ポ
ッ
プ
ス
に
も
上
手
に
合
う
と
思
い
ま
し

た
。
奄
美
の
島
唄
は
裏
声
の
こ
ぶ
し
や
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
独
特
で
、
自
分
が
考
え
て

い
た
「
日
本
人
に
合
う
音
楽
」
を
島
唄
の

中
で
見
つ
け
た
気
が
し
ま
し
た
」
と
お
二

人
を
紹
介
す
る
菅
原
さ
ん
。

今
の
島
唄
、
伝
統
の
島
唄　

　
「
奄
美
で
は
島
唄
を
み
ん
な
が
唄
う
。

島
唄
も
流
行
歌
も
今
の
文
化
と
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
島
唄
で
町
お
こ
し
も
行
わ

れ
て
い
て
、
上
手
く
物
産
と
絡
め
た
動
き

も
あ
り
ま
す
」
奄
美
で
は
民
謡
、
島
唄
が

今
も
、
す
ぐ
身
近
で
唄
い
継
が
れ
る
も
の

だ
と
か
。

　

現
在
、
選
曲
や
ア
レ
ン
ジ
の
打
ち
合
わ

せ
な
ど
、
作
業
を
進
め
て
い
る
菅
原
さ
ん
。

会
場
で
も
バ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
一
員
と
し

て
、
奥
様
で
あ
る
大
木
彩
乃
さ
ん
と
共
に

参
加
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
「
当
日
は
島
唄
を
初
め
て
聞
く
方
も
楽

し
め
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
筑
地
さ

ん
、
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
さ
ん
が
歌
う
、「
伝
統

の
島
唄
」、「
ロ
ッ
ク
や
ポ
ッ
プ
ス
調
の
島

唄
」
な
ど
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

1960 年角館町生まれ、シンセサイザー
オペレーターとして坂本龍一、高橋幸
宏他のレコ―ディングに参加後、アレ
ンジャー、プロデューサーとして個性
的な作品を制作。現在も様々なプロ
ジェクトに参加。奄美大島の民謡のア
レンジでも高い評価を得ている。

写真は奥様の大木彩乃さんと

に「奄美の島唄」について
お話を伺いました。

問合せ　仙北市民会館　℡ (43)3143

入場券販売のお休みについて
○市役所各庁舎は土日、祝祭日○市民会館は月曜日○市
民会館及び市役所各庁舎は、年末年始の 12 月 29 日から
1 月 3 日まで。※市役所関係以外の販売所についてはお
手数ですが各店舗までお問い合わせください。
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「
貞
子
さ
ん
の
踊
り
だ
ば
、
手
の
さ

ば
き
・
足
の
つ
き
方
が
、
と
て
も
綺

麗
だ
っ
た
」
と
小
松
歌
子
さ
ん
（
角

館
出
身
、
88
歳
。
現
在
大
仙
市
で
民

踊
教
師
）。

　
「
普
段
は
お
ば
あ
さ
ん
な
ん
だ
け

ど
、
舞
台
に
立
つ
と
、
若
い
人
が
及

ば
な
い
く
ら
い
身
軽
に
踊
る
。
手
つ

き
な
ん
か
、
と
て
も
厳
し
く
教
え
ら

れ
ま
し
た
」
と
田
沢
湖
の
高
橋
キ
ヌ

子
さ
ん
（
78
歳
）。
キ
ヌ
子
さ
ん
は
当

時
、
中
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
。
貞

子
と
同
じ
舞
台
を
踏
み
、
貞
子
か
ら

直
接
踊
り
の
指
導
を
受
け
た
最
後
の

世
代
で
す
（
現
在
、
高
橋
キ
ヌ
子
社

中
と
し
て
活
躍
）。

　
「
飾
山
囃
子
の
手
踊
り
が
今
あ
る
の

は
、
貞
子
さ
ん
の
お
か
げ
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
が
、
も
っ
と
も
っ
と
語
ら

れ
な
き
ゃ
と
思
う
ん
で
す
よ
」
と
、

角
館
お
や
ま
ば
や
し
清
友
会
の
根
岸

正
幸
さ
ん
（
38
歳
）。

　

貞
子
が
仙
北
芸
能
の
発
展
に
果
た

し
た
役
割
の
正
当
な
評
価
が
急
が
れ

ま
す
。

　「秋田おばこの女王」として全国を
30 年ほどまわった佐藤貞子は、現役
引退後、故郷の仙北へ戻ってきます。
晩年の３年間、貞子は祭典の余興舞
台の出演のほか、踊りの大師匠とし
て師匠格の人々へ手踊りを指導しま
した。

佐
藤
貞
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

日　

時　

平
成
23
年
１
月
23
日
（
日
）
13:

00
～
16:

00

会　

場　

わ
ら
び
劇
場　

入
場
無
料

第
１
部　

記
念
講
演 

浅
利
香
津
代

                  「
佐
藤
貞
子
の
魅
力 

ー
貞
子
を
演
じ
て
ー
」

第
２
部　

芸
能
発
表　

ー
貞
子
に
さ
さ
ぐ
ー　

　
　
　
　

 

市
内
の
民
謡
・
芸
能
・
芸
術
団
体
出
演　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
佐
藤
貞
子
と
秋
田
民
謡
」

日　

時　

平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）
13:

00
～
16:

00

会　

場　

た
ざ
わ
こ
芸
術
村
（
ゆ
ぽ
ぽ
本
館
「
紫
苑
」）
入
場
無
料

主　

催　

仙
北
市
伝
統
文
化
活
性
化
委
員
会

　
　
　
　

代
表　

大
山
文
夫(

仙
北
市
芸
術
文
化
協
会
会
長
）

事
務
局　

一
般
財
団
法
人
民
族
芸
術
研
究
所

　
　
　
　
　
　

44-

３
９
０
３

佐  

藤  

貞  

子

郷
土
が
生
ん
だ
「
秋
田
お
ば
こ
」
の
女
王

踊りを教わった方 （々中央が高橋キヌ子さん） 

 没後 60 年

当時を語ってくれました

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
り

かくのだて
Ｆ．Ｃ

　
「
全
国
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
２
０
１
０
」

に
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。
10
月

29
日
、
東
京
都
港
区
六
本
木
ヒ
ル

ズ
に
て
行
わ
れ
た
こ
の
フ
ェ
ア
は
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
担
当
者
が
、
映
画
・

ド
ラ
マ
・
Ｃ
Ｍ
制
作
会
社
の
方
々

に
主
に
地
元
の
ロ
ケ
候
補
地
を
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
。　
「
大
奥
」「
悪

人
」「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」な
ど
ビ
ッ

グ
タ
イ
ト
ル
の
映
画
を
支
援
し
た

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
肩
を

並
べ
て
、
仙
北
市
を
宣
伝
し
て
き

ま
し
た
。
武
家
屋
敷
だ
け
で
な
く
、

田
沢
湖
、
西
木
の
昔
の
ま
ま
の
み

ず
み
ず
し
い
風
景
に
、
多
く
の
方

が
関
心
を
寄
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
９
月
仙
北
市
で
撮

影
さ
れ
た
ド
ラ
マ
「
上
条
麗
子
の

事
件
推
理
８
」。
Ｂ
Ｓ
―
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で

今
月
放
送
予
定
で
し
た
が
、
都
合

に
よ
り
放
送
日
が
遅
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
放
送
日
時
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。

かくのだてフィルムコミッション（仙北市観光課内）

TEL 43-3352　http://kakunodate-fc.jp/
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環境保全センター
問合せ：  54-3305

年末年始の
ごみ・し尿 の受け入れ

●ごみの搬入を12月29日（水）8時30分から

　12時まで受け付けします。

●し尿は12月28 日（火）まで受け付けします。

●角館・田沢湖・西木の各処分場は12月28日

　まで受け付けします。

●新年は、1月4日（火）から平常どおり受け

　付けします。

環境防災課
問合せ：  43-3308

不法投棄は法律で禁止されています
～あなたの心は痛みませんか～

　みだりにごみを捨てることは法律により禁止さ

れています。このルールを無視して、ゴミを山林、

原野、道路沿いや河川沿いに捨てるモラルのない

人や業者が存在します。このごみをみだりに捨て

る行為が不法投棄です。ごみの不法投棄は、私た

ちが次世代に伝え残さなければならない自然を破

壊する反社会的行為であり、絶対に許しません。

「不法投棄が与える影響」
　ごみの不法投棄は、地域の景観を損なうだけで

なく、その物によって地域の土壌や水質に重大な

影響を与えかねません。また、不法投棄されたゴ

ミを撤去回収し、現状を回復するには、多くの人

と時間がかかります。絶対にやめましょう。

「不法投棄の罰則」
　不法投棄は犯罪です。捨てたビン、缶、紙くず

等のちょっとした家庭ごみであっても、この行為

は不法投棄であり、犯罪行為です。厳しい処罰の

対象となります。

　廃棄物の処理及び

清掃に関する法律で

5 年以下の懲役もし

く は 1,000 万 円 以

下の罰金に処されま

す。

12月27日
夜間納税窓口のお知らせ

税務課
問合せ：  43-1117

　日中、仕事などで税金を納めることができ

ない方のため、夜間納税窓口を開設していま

す。

　また、諸事情により納期限までに税金を納

めることが困難な方のために納税相談も併せ

て行っていますので、お気軽にご来庁くださ

い。

◆開設日時　12 月 27 日（月）

　17：15 ～ 19：00

　※開設時間内にご都合がつかない場合は、

　事前にご連絡ください。

◆場所　税務課（田沢湖）、角館・西木地域

　センター

　多重債務に関する相談も随時行っています

ので、ご遠慮なく来庁またはご連絡ください。

　平成22年12月28日納期限の税目は市

県民税第4期、国民健康保険税第6期、後

期高齢者医療保険料（普通徴収）第6期で

す。

　また、口座振替日も納期限日と同日で

すので、まえもって残高をご確認くださ

い。

都市整備課
問合せ：  43-2295

都市計画道路見直しの説明会を
開催します

　市では、長期未着手の都市計画道路につい

て、見直しを行っています。そこで、市民の

皆様のご意見を伺うため、下記のとおり説明

会を開催します。

　ご意見、関心がある方はお越しください。

◆日時・会場　

　・1月12日（水）　16：00 ～、19：00 ～

　　角館交流センター　第 1 研修室

　・1月13日（木）　16：00 ～、19：00 ～

　　田沢湖総合開発センター　農林研修室
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　冬期間は、水道管の凍結が心配されます。

　天気予報などで寒くなる予報の時は、水抜

き栓を操作するなどして、水道管が凍らない

ようご注意ください。もし凍ってしまった

ら、水道工事店にお問い合わせください。

　なお、冬期間、積雪によりメーター検針が

できない場合、概算での請求になりますので

ご了承ください。

企業局　業務課
問合せ：  54-2388

冬期間の水道凍結防止について

雪に関する相談について（お知らせ）
除雪等、雪に関するご相談がありましたら、
下記の担当にご連絡ください。

　なお、相談の内容により、担当部署に電話を転送

することがあります。

　また、土曜、日曜、祝日等の休日は、日直が電話

をお取り次ぎいたしますが、すぐに対応できない

場合がありますのであらかじめご了承願います。

【平日】8：30 ～ 17：15

　建設課　 43-2294

【休日・祝日】8：30 ～ 17：15

　各庁舎日直取次

　・田沢湖　 43-1111

　・角館　　 43-3309

　・西木　　 43-2200

道路除雪・流雪溝に
関すること

【平日】8：30 ～ 17：15

　長寿子育て課　 43-2281

高齢者世帯等除排雪支援に
関すること

【平日】

　環境防災課交通防災係

　 43-3308

【夜間・休日・祝日】

　環境防災課　災害緊急電話

　※緊急時に限ります。

　　 080-1677-7020

　　 080-1677-7270

　　 090-2796-3972

雪害、その他災害等に
関する緊急時

　豪雪となった場合の相談窓口などの体
制は、あらためてお知らせいたします。

　自宅の水道の漏水を修理したときは、水道

料金が減免になります。この場合、『仙北市

指定給水装置工事事業者』の指定を受けて

いる業者が修理した場合に限り、料金の減免

となりますのでご注意ください。

　なお、業者の問合せ、不明な点は企業局業

務課までお電話ください。

水道の漏水による料金の減免に
ついて
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子育て・健康・スポーツ掲示板

　11月21日、角館交流センターで

大腸がん撲滅をテーマにした講演

とパネルディスカッションが行わ

れ、約300人が参加しました。

　工藤進英・昭和大学医学部教授

による講演では、大腸がん撲滅へ

の取り組みや秋田県で大腸がんが

増えている要因などを説明。続い

て、大腸がんを患った経験のある

俳優の黒沢年雄さんが、自身の体

験談と早期発見、早期治療を訴え

ました。

　工藤教授、黒沢さん、国立がん

研究センターの斎藤博先生、元競

泳選手の岩崎恭子さんによるパネ

ルディスカッションでは、国内で

女性のがん死亡率１位が大腸がん

大腸がん撲滅へ！　
キャンペーンイベント開催

という指摘がされると、岩崎さん

は乳がんより多いことに驚いてい

ました。

　斎藤先生は「大腸がんの危険を

高める要因はアルコールや運動不

足、肥満などがあるが、 大腸がんで

亡くなる危険を確実に下げるには、

毎年検診を受ける事が何より大

切」と検診の重要性を訴えました。

「最初は下血を痔と診断された。
半年遅れたら危険だったと言わ
れた。他の医師の意見を求める
ことが重要」と黒沢さん。

　12月1日、ワンダーモールタカ

ヤナギ角館店で「いのちの日」に

あわせて、自殺予防キャンペーン

を実施しました。

　ふれあいサポーター7人のボラ

ンティアと市保健課職員が、午後

3時から4時までの1時間、キャン

いのちの日
自殺予防キャンペーン

ペーン用ポケットティッシュとパ

ンフレットを配布しました。

　こころの健康づくり・自殺予防

の啓発をかねて「一声運動」の輪

が仙北市民に広がることを期待し

ての第一歩でした。

　11月24日、だしのこ園（生保内

幼稚園・保育園）で“わんぱくフェ

スタ”が行われ、地域の高齢者な

ど約80人程が訪れました。園児

の元気あふれる発表に思わず笑み

がこぼれ、盛大な拍手をおくって

いました。

生保内保育園・幼稚園 わんぱくフェスタ
園児の発表に拍手喝采

TOPICS

TOPICS
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　11 月 13 日、14 日に北海道札幌市コミュニティー

ドームで開催された北日本少年軟式野球選手権大会

で、角館マックスが岩手県代表・ドリームズとの決

定戦を制し、3 位を獲得しました。

　

北日本少年軟式野球選手権大会

角館マックスが３位

　11月23日、第1回仙北市フットサル大会が、田沢

湖スポーツセンターで開催され、中学生から一般ま

で15チームが参加。優勝を目指し熱戦を展開しま

した。大会の結果は下記の通りです。（敬称略）

第1回仙北市フットサル大会

1位　角館クラブ 2位　ＦＣ ＩＲ 　3位　角館高校 

ＭＶＰ　佐々木 健太（角館クラブ） 

会長特別賞　丑沢 文（サリスタＢ） 

学生ＭＶＰ（男）　柳田 学（角館高校） 

学生ＭＶＰ（女）　畠山 奏（角館中学校Ａ） 

脳卒中撲滅キャンペーン
　新しい年を迎え、1 年を健康に過ごすために

脳ドックをうけてみませんか？

1 月～ 3 月までお申し込みの方

「先着50人　10,000 円」

◆脳ドック検査内容／脳画像診断のみになりま

　す。

◆検査日／火・水・木・金曜日

　　当日は、午後 2 時からの検査

　になりますので、午後 1 時 30

　分まで、当院フロントで受け付

　けしてください。

◆申込・問合せ／市立角館総合病院

　 54-2111

介護予防教室　参加者募集
いきいき元気アップ教室
～ ADL 体操～

　仙北市包括支援センターでは、高齢者の方々

が住み慣れた地域で元気に日常生活を営むため

のお手伝いをしています。

　今回は、高齢者の方々のために考案された「健

康体操」を計画しました。

　楽しみながら運動し、軽く汗をかき、心地よ

い気分になること間違いなしです。

　皆さんの参加お待ちしています。

◆会場／角館交流センター

◆期日／ 1月12日（水）、19日（水）、26日（水）、

　2月9日（水）、16日（水）、23日（水）

　　6回コースで行います。途中参加でも、途中

　欠席でも心配せず申し込んでください。

◆時間／ 14：00 ～ 15：30

◆対象／① 65歳以上の方で要介護・要支援の認

　定を受けていない方

　②自分で会場まで来ることができる方

◆定員／ 20人程度

◆講師／柴田栄宜　氏

◆準備するもの／水分補給のための水かお茶、　

　動きやすい服装、タオル、めがね（必要な方）

◆申込締切／平成23年1月6日（木）

◆申込・問合せ／仙北市包括支援センター

　 43-2283

TOPICS

お知らせ

お知らせ



　
ま
た
、
全
身
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
動
か
す

こ
と
に
よ
り
、
偏
っ
た
肉
体
使
用
に
よ
る

労
働
固
癖
を
除
く
な
ど
、
身
体
機
能
の
バ

ラ
ン
ス
を
回
復
さ
せ
、
生
活
習
慣
病
等
の

予
防
と
改
善
に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時
／
１
月
14
日 

～ 

３
月
18
日

　（
毎
週
金
曜
日
）
計
10
回
実
施

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時 

◆
会
場
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
　

　
２
Ｆ
「
婦
人
研
修
室
」

◆
講
師
／
大
曲
太
極
拳
同
好
会
　

　
高
橋
芳
夫
さ
ん
　（
有
資
格
者
）

◆
受
講
料
／
無
料

◆
持
ち
物
／
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
用
飲
　

　
料

◆
募
集
定
員
／
20
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◆
受
付
期
間
／
12
月
16
日
～
27
日

　
午
後
５
時
ま
で
（
平
日
の
み
）

◆
申
込
・
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

　

（
43
）
１
０
６
１
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公
民
館
情
報

　
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
ク
ラ
フ
ト

教
室
」
で
す
が
、
１
月
～
２
月
に
冬
季
教

室
を
開
設
し
ま
す
。

　
初
心
者
の
方
が
取
り
組
み
や
す
い
新
メ

ニ
ュ
ー
を
御
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
一
度
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

◆
期
日
／
１
月
17
日
（
月
）、
31
日
（
月
）、

　
２
月
７
日
（
月
）、
21
日
（
月
） 

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分 

◆
場
所
／
角
館
東
地
区
公
民
館

　
第
１
会
議
室 

◆
会
費
・
受
講
料
／
１
回
５
０
０
円

　（
材
料
費
別
） 

◆
講
師
／
荒
木
和
子
さ
ん 

◆
申
込
み
／
１
月
７
日
（
金
）
ま
で

　
講
師
の
荒
木
和
子
さ
ん

　

（
54
）
３
１
５
７

　
ま
た
は
、
角
館
東
地
区
公
民
館

　

（
54
）
４
５
１
１

　
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

田
沢
湖
公
民
館

「
料
理
教
室
」
の
ご
案
内

　
人
の
体
や
心
は
、
食
べ
物
に
影
響
さ
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
と
心
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
、
身
近
な
食
材
を
使
い
、

料
理
の
基
本
技
術
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

　
ご
家
庭
の
食
卓
や
友
人
へ
の
も
て
な
し

に
、
あ
な
た
の
意
外
な
？
腕
前
を
披
露
す

る
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
男
性
女
性
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
料
理

は
ち
ょ
っ
と
苦
手
と
い
う
方
は
是
非
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
家
族
で
の
参
加
も
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

◆
開
催
日
時
／
①
１
月
22
日
（
土
）
②
２

　
月
５
日
（
土
）
③
２
月
19
日
（
土
）
④

　
３
月
５
日
（
土
）・
⑤
３
月
19
日
（
土
）

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

◆
献
立
／
①
鳥
と
キ
ノ
コ
の
す
き
焼
き
・

　
オ
ム
レ
ツ
の
上
手
な
作
り
方

　
②
豆
腐
の
五
目
あ
ん
か
け
・
ジ
ャ
ガ
芋

　
　
の
揚
げ
田
楽

　
③
大
根
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
鍋
・
色
も
鮮

　
　
や
か
ナ
メ
コ
の
卸
し
和
え

　
④
豚
肉
の
天
ぷ
ら
・
み
ぞ
れ
汁

　
⑤
鳥
の
オ
ラ
ン
ダ
煮
・
浄
夜
豆
腐
汁

◆
会
場
／
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

　「
生
活
実
習
室
」

◆
講
師
／
田
沢
湖
調
理
師
庖
和
会
　

　
会
長
　
斉
藤
忠
一
さ
ん

◆
受
講
料
／
材
料
費
　
２
，５
０
０
円（
５

　
回
分
）

◆
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
具
・
手
ふ

　
き
タ
オ
ル
・
バ
ッ
ト
容
器
な
ど

◆
募
集
定
員
／
20
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◆
受
付
期
限
／
12
月
16
日
～
27
日

　
午
後
５
時
ま
で
（
平
日
の
み
）

◆
申
込
・
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

　

（
43
）
１
０
６
１

INFOR
MATION

田
沢
湖
公
民
館

「
や
さ
し
い
太
極
拳
教

室
」
の
ご
案
内

　
運
動
不
足
と
な
り
が
ち
な
冬
場
の
健
康

づ
く
り
と
し
て
、
太
極
拳
を
始
め
ま
し
ょ

う
。

　
太
極
拳
は
、
老
若
男
女
の
幅
広
い
年
齢

層
を
対
象
と
し
て
行
え
る
健
康
法
（
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
）
と
さ
れ
、
年
配
者
や
虚
弱
体

質
の
人
で
も
体
力
に
合
わ
せ
て
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

INFOR
MATION

角
館
公
民
館

「
冬
季
ク
ラ
フ
ト
教
室
」

の
お
知
ら
せ
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INFOR
MATION

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

第
４
回
パ
ソ
コ
ン
講
座

受
講
生
募
集

①
パ
ソ
コ
ン
基
本
（
４
日
間
）

　
マ
ウ
ス･

キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
、
文
字
入

力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
な

ど◆
対
象
／
初
心
者

◆
日
時
／
１
月
11
日(

火)

、
12
日(

水)

、

　
18
日(

火)

、
19
日(

水)

　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

②
エ
ク
セ
ル
基
本
操
作
（
２
日
間
）

　
表
や
グ
ラ
フ
の
作
成

◆
対
象
／
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
を
お
お
よ

　
そ
習
得
し
て
い
る
方

◆
日
時
／
１
月
25
日(

火)

、
26
日(

水)

　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

①
②
共
通

◆
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
／

　
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
　
Ｘ
Ｐ

◆
場
所
／
仙
北
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー 

　
研
修
室
（
角
館
町
田
町
上
丁
23
）

◆
費
用
／
テ
キ
ス
ト
代

　
①
パ
ソ
コ
ン
　
基
本
６
０
０
円

　
②
エ
ク
セ
ル
３
０
０
円
（
予
定
）

◆
定
員
／
各
30
人

◆
申
込･

問
合
せ
／
仙
北
市
総
合
情
報
セ

　
ン
タ
ー(

土･

日･

祝
日
を
除
く)

　

 

（
43
）
３
３
３
９

INFOR
MATION

雲
然
風
景
写
真
展

作
品
募
集

◆
募
集
内
容
／
雲
然
柿
を
題
材
と
し
た
風

景
写
真

◆
サ
イ
ズ
／
四
つ
切
り
を
含
む
Ａ
４
判
　

　（
白
黒
、
カ
ラ
ー
、
フ
ィ
ル
ム
・
デ
ジ

　
タ
ル
ど
ち
ら
で
も
可
）

◆
募
集
期
間
／
１
月
20
日
（
必
着
）

◆
発
表
／
１
月
下
旬
頃
。
雲
然
集
落
セ
ン

　
タ
ー
展
示

◆
応
募
方
法
／
住
所
、
氏
名
、
題
名
、
撮

　
影
年
月
日
、額
入
り
（
額
な
し
で
も
可
）、

　
一
人
５
点
以
内

◆
応
募
者
／
雲
然
住
民
（
他
仙
北
市
民
、

　
小
・
中
・
高
生
可
）

◆
応
募
先
／
高
橋
惣
十
郎

　（
角
館
町
雲
然
田
中
92
）

　

（
53
）
２
９
１
６

◆
連
絡
先
／
雲
然
水
系
環
境
向
上
事
業

　
会
議
　
事
務
局
　
田
口
武
彦

　

（
55
）
４
２
２
０

お
知
ら
せ

INFOR
MATION

年
越
し
そ
ば
を
打
ち
ま

せ
ん
か
？

　
新
そ
ば
で
年
越
し
そ
ば
を
打
ち
ま
せ
ん

か
？
そ
ば
打
ち
は
初
め
て
と
い
う
方
も
大

歓
迎
！
　
１
日
２
回
の
連
続
手
打
ち
で
腕

前
を
磨
き
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
12
月
22
日
（
水
）

　
午
後
６
時
30
分
～

◆
場
所
／
西
木
公
民
館

◆
定
員
／
10
人

◆
参
加
料
／
１
回
　
１
，
０
０
０
円

◆
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
そ
ば

を
入
れ
る
容
器

◆
申
込
・
問
合
せ
／
遊
々
楽
々
３
ト
ピ
ア

会
議
（
市
農
山
村
活
性
課
内
）

（
43
）
２
２
０
６

　毎年 5 月最終水曜日に人口規模

がほぼ同じ市区町村・地域間で、

午前 0 時から午後 9 時までの間

に、15 分間以上継続して運動や

スポーツ等の身体活動（運動）を

行った住民の『参加率％』を競い

合い、敗れた場合は、対戦相手の

自治体の籏を庁舎のメインポール

に１週間掲揚するというユニーク

なルールによって行われる”まち

の威信と名誉”をかけた住民総参

加型のスポーツイベントです。

　仙北市では平成 23 年 5 月 25 日水曜日に

行われる『 チャレンジデー 』に参加します。

住民総参加型スポーツイベント

5月の最終水曜日に全国一斉開催！！

【シリーズ③】



　雇用を取り巻く環境が大変厳しい

状況の中、活力ある仙北地域を目指

して、人材を求めている企業と働く

先を探している方々との交流の場を

設け、お互いの理解を深めることに

より、企業の人材確保と求職者の就

職支援を目的に開催します。

■日時　2月2日（水）

　13：00 ～ 16：00

　※受付開始は 12：30 から

■場所　大仙市大曲交流センター

　（大仙市大曲日の出町 2-7-53）

■入場　無料

■参加企業　30社程度の予定（1月

　27日頃に参加企業情報の提供可能）

■求職者の皆さんへ

　・参加を希望される方は、履歴書

　　と筆記用具をご持参のうえご参

　　加ください。

　・事前の申し込みは必要ありませ

　　ん。

　・平成23年3月大学、高校等の卒

　　業予定者も参加可能です。

仙北地域の雇用促進のた
めに就職面接会を開催し
ます！ 　今年度の吹奏楽コンクールで演奏

した曲からクリスマスメドレーなど

のポップスまで幅広いジャンルの曲

を演奏します。また、マーチングの

ステージやガードショーもありま

す。是非おいでください。

■日時　12月19日（日）14：00 ～

■場所　中仙市民会館ドンパル

　（大仙市北長野字袴田95）

■入場料　300円

■問合せ　角館南高等学校　舟山

　 54-1166

角館南高等学校吹奏楽部

第16回定期演奏会

お知らせナビ

20Semboku  City  Public  Relations

イベント

講習・講座

技能検定（建築大工2級）学科試
験準備講習
■期日　1月24日（月）～ 25日（火）

■定員　10人

第4回みんなで演歌・歌謡
曲を歌う会

　歌の好きな人たちが集い、お茶を

飲みながら楽しく歌ってみません

か？

　自分の好きな歌、思い出の曲を聴

いて、歌って、厳しい冬のひととき

を、カラオケ健康法で楽しく過ごし

ましょう。

■日時　12月19日（日）

　13：30 ～ 16：00

■会場　NPO角館地域総合型スポー

　ツクラブハウス　カラオケルーム

■会費　一人 500円（お茶・会場費）

　※当日徴収

■定員　30人（定員になり次第締切）

■申込・問合せ　担当　真田

　 55-5552

　（受付時間　8：00 ～ 20：00）

大曲技術専門校

お勤めの方を対象とする
スキルアップセミナー

技能検定（建築大工1級）学科試
験準備講習
■期日　1月27日（木）～ 28日（金）

■定員　10人

多角形屋根の製作講習
■期日　2月1日（火）～ 2日（水）

■定員　10人

JW-CAD によるパース
■期日　2月9日（水）～ 10日（木）

■定員　10人

実践・ホームページ作成講習
（XHTML+CSS 編）
■期日　2月9日（水）～ 10日（木）

■定員　10人

各講習共通
■時間　9：00 ～ 16：00

■実施場所　大曲技術専門校

■受講資格　現在お勤めしている方

■受講料　無料（ただし、テキスト代

　自己負担）

■問合せ　大曲技術専門校

　民間訓練支援室　 0187-62-6321

■企業の皆さんへ

　・参加企業を募集中です

　・求人募集中又は求人を検討中の

　　企業の方々は、多くの求職者と

　　面接するチャンスですので、是

　　非ご参加ください

　・参加希望の場合は事前に申し込

　　みが必要ですので、お手数です

　　が仙北地域振興局にご連絡くだ

　　さい。

■問合せ　仙北地域振興局 総務企画

　部 地域企画課 企画振興班

　 0187-63-5226

　縄リースにドライフラワーなどを

飾り付けた簡単にできるオリジナル

しめ飾りを作ります。

■日時　12月26日（日）

　13：30 ～ 15：30

■場所　角館交流センター　

　第1研修室（角館町中菅沢77-30）

■参加費　2,000円（材料代）

■講師　田沢湖ハートハーブ　小西さん

■定員　先着 20人（小学生は保護者

　同席）

■申込締切　12月22日（水）

■問合せ　角館交流センター

　 54-1003（8：30 ～ 17：30）

お正月飾り　手作り教室

相談

　「思っていたサービスの内容と違

う」「詳しく説明してくれない」な

ど不満や要望を、利用している事業

所に話しにくい場合や話し合っても

なかなか解決しないときは委員会に

ご相談ください。

■問合せ　秋田県運営適正化員会

　（秋田県福祉サービス相談支援セン

　ター）

　秋田市旭北栄町 1-5（秋田県社会福

　祉協議会内）

　 018-864-2726

　（平日の 8：30 から 17：00 まで）

福祉サービスの苦情解決
をお手伝いします



冬季労働災害防止キャン
ペーン実施中

広報せんぼく21

～ 1 科目からでも学べます～

～入学試験はありません～

　放送大学はテレビ・ラジオで授業

を行う、正規の大学です。

　
　教養学部には大学卒業を目指す全

科履修生、短期の在学で自分の好き

な科目を学習する選科履修生・科目

履修生の 3 種類があり、高校を卒業

していない方にも学士（教養）取得の

道が開けています。

　大学院（修士選科生は1年間在学、

修士科目生は半年間在学）は高度で

専門的な知識・技術の習得を目指す、

企業・自治体職員の研修に最適です。

■募集期間　2月28日（月）

■資料請求・問合せ　放送大学

　秋田学習センター

　 018-831-1997

　http://www.u-ouj.ac.jp

自宅がキャンパス

「放送大学」学生募集
（4 月入学）

　平成 23 年 1 月 1 日から帰化、国

籍取得などの国籍に関する事務は、

秋田地方法務局戸籍課で取り扱うこ

とになりました。

　詳しくは、秋田地方法務局戸籍課

018-862-6531 までお尋ねくださ

い。

法務局からのお知らせ　足元と周りをチェックして転倒災

害、交通事故を防ごう

●凍結した路面等には、融雪剤を散

　布する等の凍結防止措置を行う。

●冬用タイヤを早期に装着する。

●急ハンドル、急ブレーキ、急発進を

　行わない。

●橋の上、トンネル内、その出入口、

　日陰に入る前に減速する。

●屋根での雪降ろし作業時は、親綱

　の設置・安全帯の着用を行う。

●雪降ろし作業時には、墜落用保護

　帽を着用する。

●自然換気が不十分な場所では、発

　電機・エンジン等の内燃機関や練

　炭コンロを使用しない。

●内燃機関や練炭コンロを使用した

　内部に立ち入る場合は、換気を十

　分行うとともに、一酸化炭素、酸素

　濃度を測定し、安全を確認する。

●除排雪機械の回転部分に雪等が詰

　まった場合は、エンジンを停止し

　てから対処する。

●重機に接触する危険がある箇所に

　作業員を立ち入らせる場合は、誘導

　者を配置し合図により誘導させる。

　詳しくは、秋田労働局安全衛生課

（ 018-862-6683）または最寄りの

労働基準監督署までどうぞ。

お知らせ

商工会法施行 50 周年記念

仙北市商工会新春会員大会

■日時　1月11日（火）16：00

　（受付 15：30）

■場所　㈱わらび座　温泉ゆぽぽ本

　館（田沢湖卒田字早稲田430）

■開催内容　

　第1部　優良従業員表彰式

　16：00 ～

　第2部　記念講演会　16：40 ～

　講師　秋田県知事　佐竹　敬久　氏

　第3部　新春祝賀会　17：30 ～

■問合せ　仙北市商工会　

　 54-2304

田沢湖スキー学校

イベント・キャンプのお知
らせ

　今シーズンもイベント、キャンプ

等を行います。

　皆様の参加をお待ちしています。

●特別キャンプ：1月2日、3日

●ナショナルデモキャンプ：1月2日、

　3日（女性のみ）・1月29日、30日・

　2月12日、13日

●こどもまつり：1月16日

●シニア・レディースキャンプ：　

　1月22日、23日

● Jr 技選キャンプ：2月26日、27日・

　3月5日

●スキーバッジキャンプ：3月12 日、

　13日（午前中）

●プライズテスト：1月23日・2月　

　27日・3月13日

●級別テスト：1月16日・2月13日・

　3月13日

●ジュニアテスト：1月8日・2月13

　日・3月19日

■問合せ　田沢湖スキー学校　

　 46-2653

　ホームページ

　http://www.tazawako-ss.com/index.

　html

独身男女の
出会いイベ
ント情報は
←

「幸せ結婚相談所」（日テレ系）でおなじみ
 池内ひろ美がやってくる！
幸せな結婚へ「社会貢献 婚活イベント」

■内容　講演：最近の結婚事情、婚活イベントのテクニックなど

　　　　パネルトーク

■日時　1月22日（土）14：00 から（13：30 開場）

■会場　秋田ビューホテル　4階　光琳の間

　入場無料、定員 200 人、締切 1月10日（祝）

■申込・問合せ　あきた結婚支援センター

　〒 011-0905　秋田市寺内神屋敷 3-1

　秋田県青少年交流センター 2F

　 018-874-9471　FAX 018-847-6350　　　　　　　　　　　　　

　http://www.sukoyaka-akita.com/ 　

　E-mail akitadeai@hop.ocn.ne.jp

秋田県マスコット　スギッチ

独身男女の
出会いイベ
ント情報は
←
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▼平成 22 年もあと少しで終わろう

としています。みなさんにとってど

んな 1年だったでしょうか。私は、

この 4 月に広報担当に戻ってきてか

ら、月日のたつのが早いこと。月2

回の発行になったことにより、次か

ら次と締切がやってくるような1年

でした。来年はもう少し余裕ができ

ればいいなと思ったりして…。（☆☆）

　 ▼今号の印刷データ入稿日に、編

集用パソコンを立ち上げると、画面

がおかしい…。なんだかよくわから

ないトラブルが発生。かなり焦りま

したが、なんとか復旧してもらい、

無事（？）編集を終えることがで

きました。パソコンもお疲れかな？

（１０）　 ▼今回の表紙、インタビュー

に登場いただいた菅原さん、大木さ

んご夫妻。お忙しいところ取材あり

がとうございました。出演の皆さん

の歌声や曲調などを聞かせてもらい、

丁寧にご説明いただきました。1月

16日「奄美の島唄」きっと楽しいコ

ンサートになるでしょう。皆さんぜ

ひ市民会館へお越しください。（ーー）

編集後記

○○のつぶやき

16

17 田沢湖スキー場開き（安全祈願祭）
■時間　11：00　■場所　田沢湖スキー場

18

19 角館南高等学校吹奏楽部第 16 回定期演奏会
■時間　14：00 ～　■場所　中仙市民会館ドンパル

20
21

22 年越しそば打ち講座
■時間　18：30 ～　■場所　西木公民館

23

24 市立角館総合病院　クリスマスコンサート
■時間　15：30 ～ 16：30　■場所　市立角館総合病院

25

26

お正月飾り　手作り教室
■時間　13：30 ～ 15：30　■場所　角館交流センター

フラワーアレンジメント教室
■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　西木公民館

鏡もち作り体験
■時間　10：00 ～ 12：00

27
税務課　夜間納税窓口開設
■時間　17：15 ～ 19：00
■場所　市役所田沢湖・角館・西木庁舎

おやこ交流広場
■時間　9：30 ～ 11：30　■場所　健康管理センター

28

29 環境保全センター　年末ごみ受け入れ
8：30 ～ 12：00

30
31
1
2
3
4

土

1月仙北市の
行事予定 16日（木）～ 4日（火）

12月

日

水

木

金

土

日

月

木

水

土

日

月

火

天皇誕生日

木

金

1／

水

金

月
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表紙撮影時の一コマ


